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報 告
巳

近畿病院図書室，協議会第725回研修会

日時：2011年８月２７日（土）１０:00～17:００

場所：藍野大学中央図書館

プログラム：

1．もっとよくわかる医学用語

一ここがポイント！－

高槻赤十字病院漬口恵子氏

2．リンクリゾルバシステムＳＦＸ（エスエフ

エックス）について

ユサコ西日本営業所天本聖二氏

3．医中誌Ｗｅｂ（Ver､５）のバージヨンアツプ内

容について

ＮＰＯ医学中央雑誌刊行会松田真美氏

4．藍野大学中央図書館見学

参加者数：４５名（研修部４名・講師含む）

1．もっとよくわかる医学用語－ここがポイン

ト！－

医学用語の構成や構造などを実際に即して説

明された。ギリシャ・ラテン語源による医学用

語を分解・連結の構造を接頭辞十語根十接尾辞

という基本形から事例をとおして、さまざまな

形に変化する医学用語をときほぐしながら説明

された。

2．医中誌Ｗｅｂ（Ver,5）のバージヨンアツプ内

容について

２０１１年４月２５日よりバージョンアップされ

た医中誌Ｗｅｂの内容を実際の画面に即して説

明された。過去のログイン内容からのデータを

もとによりエンドユーザーに使いやすくなるよ

うにと考え、検索モードの統一からはじまり、

絞り込み条件をあらかじめ表示させたり、シ

ソーラスのみならず収載誌へもマッピング機能

研修部

を加えたり、ヒット文字にハイライトをつける

など、改良されたさまざまな変更箇所について

説明された。

3．リンクリゾルバシステムＳＦＸ（エスエフ

エックス）について

リンクナビゲーションツールであるＳＦＸにつ

いて説明された。利用者がいかに最適な資料へ

短時間でアクセスできるかという使い方につい

て、さまざまなリンク先への案内を実際の検索

画面を使って行い、検索結果に表示されたリン

ク先アイコンの紹介など、ＳＦＸの利用方法を実

践的に説明された。

4．藍野大学中央図書館見学

日頃あまり見学する機会がない大学図書館を

2組に分かれての案内付きで、普段とはちがう

多数の図書や多種類の雑誌、また学生を対象と

した勉強をするための環境（個室など）をみせ

ていただいた。

今回の研修は適切な情報提供のためにという

テーマで提供者側のスキルアップについての取

り組みであった。利用者の求める情報をいかに

理解し、適切かつ迅速に提供するためにはどう

したらよいのかを、さまざまなツールを駆使し

ながらたどり着く道筋を示していただいた。

話をききながら、また施設を見学しながら、

適切な資料･への到達は提供するわれわれがいか

に利用者の気持ちにそえるか、求められるもの

をいかに的確にひきだしてとらえてそれから、

シールを上手につかいこなすことができるかが

大切だと感じた。

（文責：畑美之／大阪警察病院）
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